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SIP4D背景

災害対応現場で⾒られる2つの問題
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①組織の外の情報が得られない
⾃分の組織だけで何とかしようとする
ため、情報不⾜、負荷増⼤…

②組織の外へ情報が伝わらない
紙地図やホワイトボードに情報を載せる
ため、そこに来ないと情報が得られない



SIP4D共通状況図（COP: Common Operational Picture）の意義

 災害時には数多くの機関・団体から個⼈⼀⼈ひとりまでが同時並⾏的に活動
 状況認識を統⼀し、的確な活動が求められる

 そのために必要となるのが 情報共有



SIP4D府省庁連携防災情報共有システム：ＳＩＰ４Ｄ
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津波予測
（SIP①）

豪雨・竜巻
予測（SIP②）

被害推定情
報（SIP⑤）

状況把握情
報（SIP⑤）

等のﾘｱﾙﾀｲ
ﾑ共有 ため池決壊予測・氾濫

域推定し、対策支援を
行う等の利活用技術を
開発

情報構築
（SIP①～⑤）

ｵｰﾌﾟﾝﾃﾞｰﾀ戦略に則った
各種取り組みとの情報共
有（G空間情報ｾﾝﾀｰ等）

SIP外部の取り組み

災害派遣医療チームの
派遣判断や患者輸送支
援、地域医療ﾆｰｽﾞ集約
等の利活用技術を開発

下流氾濫域の推定

DMATの
派遣判断等

被害推定情報

ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ

ため池決壊予測

ため池防災支援ｼｽﾃﾑ等

全国ため池
データベース

地震観測・豪雨予測情
報

各組織で運用する災害関連情
報システムとの情報共有（その
ための共通様式を提案）

各府省庁・関連機関

情報共有に基づく利活用技術情報共有に基づく利活用技術

加工例：共通状況図

各組織から集約されるデー
タの統合処理（ﾃﾞｰﾀﾌｭｰｼﾞｮ
ﾝ）による新しい情報の作成

多種多様な情報の
関係性を知識ﾍﾞｰｽ化
した論理統合化技術

災害時保健医療活動
支援システム等

ため池防災支援

保健医療活動支援

配信技術（SIP⑥）
地域災害対応ｱﾌﾟﾘ

（SIP⑦）

共有情報に基づく意
思決定・情報伝達等
の利活用や、新たな
アプリ開発

地域医療
ﾆｰｽﾞ対応

IoT、AIに
よる最適化

厚
労
省

農
水
省

国全体で状況認識を統一し、的確な災害対応を行うために、所掌業務が異なる多数の
府省庁・関係機関等の間で、横断的な情報共有・利活用を実現するシステムの開発

自治体

防災情報ｻｰﾋﾞｽﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑ

災害対応業務支援を
サービス化するための
情報利活用技術を開発

入出力自動変換

ﾘｱﾙﾀｲﾑﾃﾞｰﾀの
ｽﾄｯｸ･ﾌﾛｰ管理
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SIP4D
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効率最大化・効果最大化を実現するSIP4Dシステム構成

論理統合化

GRIB2XML
KML WMS

GeoJSON

JSON NetCDF

様々な形式の
データを標準形式
に⾃動変換

…

ラインシンボル
ポリゴン メッシュ
テキスト 数値 …

データ解析/登録

避難所
不⾜物
資

！ ⽔

被害把握

⼈命救助

避難所対応

物資対応

…

訓練⽀援 アクセス制御情報検索

防災情報共通
データベース

COP(共通状況図)

災害情報プロダクツ

抽出 統合(代替、推測、補完)

ハザード 被害 対応

⽬的(例:患者
搬送)に応じて
情報を抽出

抽出情報を統合
(代替,推測,補完)
してユーザ業務に
適した情報に加⼯

・・・

内閣府

経産省

厚労省

農水省

総務省

環境省

都道府県

市区町村

SIP防災
①～⑦

民間

文科省

・・・

国交省

防衛省

指定公共機関

総合防災情報ｼｽﾃﾑ

EMIS
H-CRISIS

ため池防災ｼｽﾃﾑ

DiMAPS

・・・

内閣府

経産省

厚労省

農水省

総務省

環境省

都道府県

市区町村

SIP防災
①～⑦

文科省

・・・

国交省

防衛省

指定公共機関

総合防災情報ｼｽﾃﾑ

EMIS
H-CRISIS

ため池防災ｼｽﾃﾑ

DiMAPS

：

気象情報
病院情報…

府省庁
情報

⾃治体/
公共機関
情報
道路情報

…

研究機関
建物被害推定
津波被害推定

⺠間情報

…

⾞両通⾏実績
SNS情報

避難所情報

…

シンボル
ライン
数値

利⽤⽬的に応じた情報
ﾌﾟﾛﾀﾞｸﾂを利活⽤ｼｽﾃﾑ
に合わせた形式で提供

GRIB2XML
KML WMS

GeoJSON

JSON NetCDF
…

データ変換/配信

情報プロダクツ

情報プロダクツを自動生成するための作りを追及し、内閣府総合防災情報システムとの連携を筆頭に、
府省庁・地方自治体・民間・研究機関との防災情報を短時間で連携可能な情報共有システムを実現する。

府省庁・
関係機関
各種情報
システム

府省庁・
関係機関
各種情報
システム



SIP4D論理統合化機能とユースケースの具体例
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災害対応に直接役立つ異種情報の統合

避難所支援
共通状況図
避難所支援
共通状況図

通水復旧情報

推定建物
全壊棟数

集約処理 異種統合処理

各組織・部局で
バラバラに作成された

同種情報の統合

避難所物資支援避難所物資支援

統合避難所情報統合避難所情報

DiMAPS道路被害データ

a1a1

府県土木部局データ

a2a2

民間通行実績データ

a3a3

EMIS避難所データ

b1b1

道路関連データ

避難所関連データ

県避難所データ

b2b2

市避難所データ

b3b3

同種統合処理

BB

AA

道路通行可否情報道路通行可否情報

AA

BB

XX
医療機関
被害情報 医療活動支援医療活動支援

土砂災害情
報

インフラ復旧支援インフラ復旧支援

避難所解消支援避難所解消支援

X2X2

DD

EE

FF
X3X3

GG
X4X4

X1X1

全ての災害対応機関が
共通して使う地図

熊本地震において有効性を
実証

九州北部豪⾬において
実動機関が共通の地図を
使⽤して情報共有を実現

各対応業務で
すぐに使える地図



SIP4DSIP4Dで共有される情報の表示Webサイト

防災科研クライシスレスポンスサイト（NIED-CRS）
 https://crs.bosai.go.jp （防災科研トップページからもアクセス可能）
 スマートフォン、タブレット等でも閲覧可能
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⾮公開情報はID・パスワードを設定した災害対応機関限定サイトで共有



SIP4DSIP4Dで共有される情報の例（平成30年北海道胆振東部地震）

[対応情報]
 道路状況
 避難所状況
 断⽔・給⽔・⼊浴⽀援状況
 通信状況
[被災状況画像]
 衛星画像、斜め空撮写真、
空中写真

 ドローン映像
 崩壊地判読情報
[地震関連情報]
 建物被害推定分布
 ⾯的震度分布
 震源分布
[⼆次災害対応]
 実効⾬量(⼟砂災害危険度)
 気温分布
[静的情報]
 中核SS(ガソリンスタンド)
 ⼟砂災害危険箇所、警戒区
域、地質図
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リアルタイム推定震度分布 リアルタイム推定建物全壊棟数
（市区町村別）

道路通⾏規制情報
（国道・県道・⾼速道路）

道路通⾏実績情報（G空間情報センター
が公開したパイオニアのデータ）

避難所情報
（札幌市・安平町・厚真町・鵜川町）

携帯電話サービスエリア情報
現場入手の非GISデータ GISデータを手動で登録



SIP4DSIP4Dで共有される情報の一般への展開

各県や⾃衛隊等がそれぞれのWebページやtwitter等で公開・拡散
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SIP4D
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SIP4Dを活⽤した災害対応⽀援とISUTへの参画

SIP「レジリエントな防災・減災機能の強化」課題④
2014,2015,2016,2017,2018

内閣府︓国と地⽅・⺠間の「災害情報ハブ」推進チーム第5回資料より抜粋

⼤規模災害の現地対策本部に防災科研の職員を派遣、災害対応機関のニーズを理解し迅速かつ柔軟に対応
災害対応⽀援としての標準的情報共有⼿順（SOP）と共有すべき標準的災害情報プロダクツリストを作成

情報共有の標準作業
⼿順（SOP）

成果

・現場での防災⾏政（災害対応業務）への貢献
・現場での研究開発成果の適⽤と効果検証
・現場での新たな研究開発課題の獲得

従来
ISUT: Information Support Team

SOP: Standard Operating Procedure

標準的災害情報
プロダクツリスト

新たな取り組み

内閣府災害時情報集約⽀援チーム（ISUT）の主要メンバー
として活動、災害対応を直接⽀援研究成果を学会、論⽂、Web等で発信

• 訓練︓政府現地災対本部訓練（年3,4回）、⾃衛隊主催訓練
（南⻄レスキュー28/29/30、みちのくアラート2018等）

• 災害︓熊本地震（延べ800名強対応）、九州北部豪⾬、平成
30年7⽉豪⾬（延べ560名強対応）、北海道胆振東部地震等 現場適⽤実績から標準作業⼿順や標準プロダクツを作成



SIP4D
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おわりに…つながりあう防災を目指して

SIP「レジリエントな防災・減災機能の強化」課題④ 2014,2015,2016,2017,2018

情報共有→ 状況認識の統一

情報利活用→ 様々な組織の協働→ 的確な災害対応

様々な組織が同じ情報を共有・利活用し、
負担を軽減し、かつ、効果的な災害対応を行う社会へ

医療救護
DMAT

医療救護
DMAT

府省庁
（災対本部）

府省庁
（災対本部）

産業界産業界

ボランティア
学会・研究機関
ボランティア

学会・研究機関

自治体
（県・市町村）

自治体
（県・市町村）

内閣府（防災）内閣府（防災）実動機関
（自衛隊、消防、警察、海保等）

実動機関
（自衛隊、消防、警察、海保等）

一人ひとり一人ひとり


